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　　　　　　　　　緒　　言

　NK （Natural　Killer）細胞は 自己腫 瘍細 胞障 害

活性 を もち ， 癌の 発生 ， 増殖，転移の 制御 に 密接

に 関与 し て い る
1），ま た ， 悪 性腫瘍患者で は健常人

に 比較 して NK 細胞活性が低 く，
NK 細胞活性の

よ り低下 した患者 は予後 が悪 い とされて い る
2｝．

近年， 婦人 科悪性腫瘍 に対 し て は ， G −CSF を併用

し，dose−intensityと安全性 を高め た化学療法が

行われ ， 高 い 臨床効果が得 られ る よう に な っ た
3 ｝．

　抗癌 剤
4）
や G −CSFS｝投与 に よ る NK 細胞 活性 へ

の 影響 は不明で あ り， 悪性腫瘍治療を進 め る うえ

で ，こ の 問題 は重要 と思わ れ るので検討 を行 っ た．

　　　　　　　　　研究方法

　対象 は術後 に G −CSF を併用 す る プラ チナ 製剤

主 体 の 化 学 療 法 （CDDP 　60〜120mg ，　 CBDCA

300〜6001ng）を施行 した婦人科悪性腫瘍患者 9 例

で ， 内訳は卵巣癌 5例 （lc期 1 例 ， 皿 b 期 1例 ，
　Mc

期 3例）， 子宮体癌 （Hb 期）2 例 ， 子宮体部肉腫 （lc

化 学療法 　　G−CSF 　Iμ g！kgscx7d

↓　　　　　 ↓↓↓↓↓↓↓

期）1例 ， 子 宮頸癌 （llb期）1例 で あ っ た． また，

G −CSF を併用 しな い 化学療 法の み 施行群 2 例 （卵

巣癌 皿 b 期 2 例）を対照群 と した．

　化学療法 に お ける抗癌剤 と G −CSF （ナ ル トグラ

ス チム ， ノ イア ッ プ
TM

， 協和発酵）の 投与お よび末

梢 血 NK 細胞 活性 の 測 定 ス ケ ジ ュ
ール を 図 1 に

示 す．NK 細胞活性 （％ ：エ フ ェ ク ター細胞／標的

細胞比）は標 的細 胞 K562 の
s1Cr

放 出試験 に よ り

測定 した
6）．統 計解析 は Studentの t・testに よ り

行 っ た．

　　　　　　　　　研究成績

　 臨床進行 期別 に み た 治療前 の NK 細 胞活性 は

病期 が進行 す る に従 っ て 有意 に低下 した （図 2）．

化学療法 に お ける NK 細胞活性 は G −CSF 併用，
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図 2　臨 床進 行 期 別 に お け る NK 細 胞 活 性
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　 　 　 DI 　　 　　 　　 D7 　 　　 　　 　 D8 　 　　 　　 　D14 　　 　　 　 D21

　 （化学 療法前 ）　　　　　　　　 （G−CSF 投与翌 日 〉　　　　　　 （G
−CSF 投与 終 了後 1週後 ）

　 　 　 　 　 　 （G
−CSF 投 与直前 ）　　　　 　　 （G

−CSF 投与 1週後 ）

図 3　婦人 科悪性腫瘍化学療法 に お け る NK 細胞活性 の 推移

非 併用群 と もに抗癌剤投与 1週 間後（D7）か ら有

意 に 低下 し ， そ の まま 1週 聞経過 した後 （DI4）， 3

週 間後（D21 ）に ほ ぼ回復 した （図 3 ＞．　 G −CSF 投与

前後 にお い て は変化は認め られ な か っ た．

　 また ， 白血球数 と NK 細胞活性の 問に は相関が

認 め られ な か っ た （r ＝ O．047  ， p ＝ 0．7592）．

　　　　　　　　　 考　　案

　 NK 細胞 は MHC 抗原非拘束性に腫 瘍細胞 を

排除する エ フ ェ クター細胞 と して存在 し ， 免疫機

構 に 重要な役割を担 っ て い るη ．婦人科悪性腫瘍

の 化学療法で は NK 細胞活性 が 低下 す る と い う

報告
4）と変 わ らな い とい う報 告

8）が ある．一・方 ， NK

細胞活性は種 々 の サ イ トカ イ ン に よ っ て 影響 を受

け るが
，
G −CSF に よ る影響は不明で ， と くに悪性

腫瘍治療患者 に 用 い た G・CSF に関す る報告 は わ

ずか で あ る
9）．今 回の 検討 で は NK 細胞活性は化

学療法開始 1週間後か ら低下す る もの の ， G −CSF

投与前後で は変化せ ず ， 抗癌剤投与 に よ っ て低下

す る こ とが示唆 された．
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